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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 20日 (2004.8.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 沈 殿 防 止 剤 の 含 有 量 に 特 に 制 限 は な い が 、 含 有 量 が 多 す ぎ る と 、 粘 度 が 上 が り す ぎ 、 セ
ラ ミ ッ ク 成 分 が 凝 集 す る と い う 欠 点 が 生 じ 、 ま た 含 有 量 が 少 な す ぎ る と 本 発 明 の 効 果 が 得
ら れ な い 。 沈 殿 防 止 剤 の 含 有 量 は 、 セ ラ ミ ッ ク 成 分 １ ０ ０ 質 量 部 に 対 し て 好 ま し く は 、 ０
． ０ １ ～ １ ０ 、 更 に 好 ま し く は ０ ． １ ～ ５ ． ０ 、 最 も 好 ま し く は ０ ． ２ ～ ２
． ０ で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ハ ニ カ ム 構 造 体 は 、 複 数 の ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト が 接 合 一 体 化 さ れ た も
の で も よ く 、 こ の 場 合 に は 、 ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト の 成 形 後 、 接 合 前 に シ ー ル を 行 っ て も よ
く 、 接 合 後 に シ ー ル を 行 っ て も 良 い 。 ハ ニ カ ム セ グ メ ン ト の 接 合 は 、 例 え ば 接 合 を ハ ニ
カ ム セ グ メ ン ト の 接 合 面 に 施 与 し 、 押 圧 接 合 し た 後 、 乾 燥 ・ 加 熱 す る こ と に よ り 好 適 に 行
う こ と が で き る 。 上 記 接 合 に 用 い る 接 合 材 と し て は 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク フ ァ イ バ ー 等 の 無
機 繊 維 、 セ ラ ミ ッ ク 粉 等 の 無 機 粉 体 及 び 有 機 ・ 無 機 の バ イ ン ダ ー 等 を 混 合 し た も の 等 が 好
ま し い 。 更 に 、 Ｓ ｉ ゾ ル な ど の ゾ ル 状 物 質 を 上 記 接 合 に 含 む こ と も 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 、 ハ ニ カ ム 構 造 体 １ の 主 成 分 は 、 強 度 、 耐 熱 性 等 の 観 点 か ら 、 コ ー ジ ェ
ラ イ ト 、 ム ラ イ ト 、 ア ル ミ ナ 、 ス ピ ネ ル 、 炭 化 珪 素 、 炭 化 珪 素 － コ ー ジ ェ ラ イ ト 系 複 合 材
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料 、 珪 素 － 炭 化 珪 素 系 複 合 材 料 、 窒 化 珪 素 、 リ チ ウ ム ア ル ミ ニ ウ ム シ リ ケ ー ト 、 チ タ ン 酸
ア ル ミ ニ ウ ム 、 Ｆ ｅ － Ｃ ｒ － Ａ ｌ 系 金 属 及 び こ れ ら の 組 合 せ よ り な る 群 か ら 選 ば れ る 少 な
く と も １ 種 の 材 料 か ら な る こ と が 好 ま し い が 、 熱 伝 導 率 及 び 耐 熱 性 の 点 で 、 炭 化 珪 素 又 は
珪 素 － 炭 化 珪 素 複 合 材 料 が 特 に 適 し て い る 。 こ こ で 、 「 主 成 分 」 と は 、 ハ ニ カ ム の
５ ０ 質 量 ％ 以 上 、 好 ま し く は ７ ０ 質 量 ％ 以 上 、 更 に 好 ま し く は ８ ０ 質 量 ％ 以 上 を 構 成 す る
こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 ハ ニ カ ム が 金 属 珪 素 （ Ｓ ｉ ） と 炭 化 珪 素
（ Ｓ ｉ Ｃ ） の 複 合 材 料 を 主 成 分 と す る 場 合 、 ハ ニ カ ム の Ｓ ｉ ／ （ Ｓ ｉ ＋ Ｓ ｉ Ｃ ） で
規 定 さ れ る Ｓ ｉ 含 有 量 が 少 な す ぎ る と Ｓ ｉ 添 加 の 効 果 が 得 ら れ に く く な り 、 ５ ０ 質 量 ％ を
超 え る と Ｓ ｉ Ｃ の 特 徴 で あ る 耐 熱 性 、 高 熱 伝 導 性 の 効 果 が 得 ら れ に く く な る 。 し た が っ て
Ｓ ｉ 含 有 量 は 、 ５ ～ ５ ０ 質 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し く 、 １ ０ ～ ４ ０ 質 量 ％ で あ る こ と が 更
に 好 ま し い 。
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